
Ⅳ 遊歩道調査 

小出地区には、昔から市民に親しまれている大力山～板木～虫野間遊歩道、干溝地区遊歩

道、小出スキー場遊歩道の 3 か所がある。いずれも遊歩道からの展望も良く、遠方からのハイカ

ーも訪れている。 

各遊歩道は利用者も多いためか手入れが行われており、比較的歩きやすいコースとなってい

る。 

Ⅳ－１大力山～板木城跡～虫野間遊歩道  

大力山から虫野集落を結ぶ全長 6.8km の遊歩道である。登り口から遊歩道の手入れがされ

ており、一部急な斜面はあるものの小学生でも歩けるコースになっている。宝泉寺の脇にある登

山口から大力山山頂までは 1.5 ㎞、そこから板木城跡まで 2.8 ㎞、更に大浦集落にある西福寺

（開山堂）まで 2.5 ㎞となっている。大力山山頂からは越後三山はじめ巻機山、苗場山などが望

める。宝泉寺から大力山山頂までのコースは標高もさほど高くなく距離も比較的短いため、多く

の人が登山感覚というよりハイキングや散歩感覚で登っている。 

この遊歩道には、宝泉寺側登り口、板木城跡、虫野側のテレビ塔前と三箇所に「中部北陸自

然歩道-環境省・新潟県」の看板があり、このコースが「板木城跡こぶしのみち」区間の一部であ

ることが判る。しかし、この遊歩道が「中部北陸自然歩道」の一部であることに気が付いている人

は少ないようだ。今回調査に参加した我々も、ここに「中部北陸自然歩道」の名称が付いている

ことを初めて知った次第。 

新潟県地域振興局の資料によれば、今回調査したこの遊歩道は「板木城跡こぶしのみち」区

間の一部である。全コースは「国道 17 号佐梨バス停から円福寺-林泉庵-宝泉寺-大力山山頂-

板木城跡-テレビ塔-西福寺-虫野上口バス停」と全行程で距離 11.2 ㎞ルとなっている。実際に

地元の人たちから遊歩道として認識されている部分は今回の調査した区間（宝泉寺-大力山－

板木城跡-西福寺）だ。 

 

遊歩道ルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

赤い点線部分がルート 



 

                       

 
 

宝泉寺-大力山山頂-板木城跡-テレビ塔-西福寺 



 

 

 

 

登山口付近 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登山口 

 

 

 

 

 

 

 

 

所々に石仏がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遊歩道は幅約 1.5m 位に整備されている。 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

登山口から少し登った所に、神社がある。 

ここでお参りし、遊歩道調査再開。 

 

 

 

 

 

 

 

 

神社裏手の景色 

 

 

 

 

 

 

 

 

少し歩くと、前方に鉄塔が見える。 

鉄塔を目指して歩く。 

 

 

 

 

 

 

 

歩いていると、所々に植物名のプレートがある

ことに気が付く。 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

鉄塔の脇を抜けていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所々に樹齢 100 年位と思われるスギの木があ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

急な斜面にはプラスチック製の階段が埋め込

まれ、登りやすくなっているところもある。 

 

 

 

 

 

 

 

「八色線 ←２６、２７↓」と書かれた標識。 

 

 

 

  



 

 

 

７合目の標識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登山道は両側に人間の伸長より高い雑木が

多くあるため、太陽光が強い日でもあまり直射

日光を受けることなく登ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

山頂が近くになるにつれて、景色が開けてく

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

山頂の東屋が前方に見えてくる。 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

中部北陸自然歩道の看板。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大力山山頂 504.0m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山頂から右手に見える魚沼市街。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山頂から見える山々は左から、駒ケ岳、中ノ岳、

八海山。 

 

  



 

 

 

大力山山頂から板木城跡へ向かう。大力山山

頂からは主に下り坂となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

途中、板木城跡方面と黒禿山方面への分岐

標識がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

板木城跡まで尾根伝いに上り・下りを何回か

繰り返す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

途中、展望の良い場所がある。 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

湯谷城址への看板。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板木城跡へ向かう途中、壕を掘ったようなとこ

ろがいくつかあるが、これがその中の一つ。写

真ではわかりにくいかもしれないが、人工的に

深く掘り込んだようになっている。これは、城の

名残であろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

傾斜が急な所には、ロープが取り付けられて

いる。 

 

 

 

 

  



  

湯谷城址の看板。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロープの代わりに鎖が使われている所もある。 

 

 

 

  

湯谷城址は視界が開けた場所にある 



 

 

 

 

 

 

板木集落方面、大力山方面と書かれた標識。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板木城跡近く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板木城跡へ最後の登り坂。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

魚沼市市街方面 
南魚沼市方面 

大鈴がスギの木にある 
西福寺へ向かう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板木城跡からはほとんど下り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テレビ塔口への標識 

  



 

 

 

 

 

板木城址・大力山方面 →、板木集落（城之入

り口）←とかかれた看板。 

 

 

 

 

 

 

 

 

道は 1.5m～2ｍ幅できれいに整備されてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

途中、雷土集落（南魚沼市）が設置したと思わ

れる標識がいくつかあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関越自動車道（高速道路）の城山トンネルの真上を

歩く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テレビ塔への標識が現れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

一つ目のテレビ塔へ到着。 

NHK だと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眼下に大浦の集落。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２つ目のテレビ塔。 

民放と思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テレビ塔の入り口に「中部北陸自然歩道」の看

板。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テレビ塔 から西 福 寺 側 の登 り口 までは全

て舗 装 されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

西福寺側の遊歩道上り口標識に到着。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西福寺にて、調査終了。 

 

 

 


